


【資料目次】

表紙

東海地域中部［榛原,静岡栗原(草薙)］地下水3成分歪;中期

東海地域中部［榛原,静岡栗原(草薙)］地下水3成分歪;長期

東海地域南部［大東,小笠,浜岡,御前崎］地下水;中期

東海地域南部［大東,小笠,浜岡,御前崎］地下水;長期

東海地域南部［浜岡］地下水･沈下;長期

東海地域南部［掛川］地下水･沈下;長期

東海地域西部［豊橋,豊橋多米(豊橋東)］地下水･歪･傾斜;中期

東海地域西部［豊橋多米(豊橋東)］歪等;中期

東海地域西部［豊橋･豊橋多米(豊橋東)］地下水･歪･傾斜;長期

東海地域西部［豊橋多米(豊橋東)］歪等;長期

伊豆半島東部［松原174,江戸屋,大室山北,冷川南,伊東1］地下水;中期

伊豆半島東部［松原174,江戸屋,大室山北,冷川南,伊東1］地下水;長期

関東地域［つくば1］地下水;中期

関東地域［つくば1］地下水;長期
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別紙

・榛原･浜岡の降雨グラフ
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東海地域中部（榛原・草薙）中期
(2013/05/0100:00-2013/08/01
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@;月初めの補正値のギャップは，
解析プログラムの見かけ上のものである．
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東海地域中部（榛原・草薙）長期（時間値）
(2011/08/0100:00-2013/08/0100:00(JST)]

榛原気圧[hPa]榛原降水量[mm]
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地下水観測結果中期（時間値）
00:00-2013/08/0100:00(JST)

小笠降水量[mm]
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地下水観測結果長期（時間値）
00:00-2013/08/0100:00(JST))

小笠降水量[mm]
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浜岡沈下・水位（時間値）
(2011/08/0100:00-2013/08/0100:00(JST))
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掛川沈下。水位（時間値）
(2011/08/0100:00-2013/08/0100:00(JST)
掛川気圧[hPa]掛川雨量[mm]
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(豊橋。豊橋東）中期（時間値）
00:00-2013/08/0100:00(JST))
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東海地域西部（豊橋東歪）中期（時間値）
(2013/05/0100:00-2013/08/0100:00(JST))

豊橋多米(豊橋東)歪N356E[x10-9]豊橋多米(豊橋東)歪N356E(BAYTAP]
[x10-9]

1500

[x10-9]

150（

N356

豊橋多米(豊橋東)歪N86E[x10-9]豊橋多米(豊橋東)歪N86E(BAYTAP!
[x10-9]

1500

[x10-9j

1500

N86

豊橋多米(豊橋東)歪N131E[x10-9]豊橋多米(豊橋東)歪N131E(BAYTAP;
[x10-9]

1500

[x10-9]

150（

N131

豊橋多米(豊橋東)歪N221E[x10-9]豊橋多米(豊橋東)歪N221E(BAYTAP
[x10-9]

1500

【x10-9]

150（

N221

豊橋多米(豊橋東)歪鉛直[x10-9]豊橋多米(豊橋東)歪鉛直(BAYTAP
[x10-9] [x10-9]

150（

NO

1500

豊橋多米(豊橋東）磁力N356E[nt
[nT]
500

豊橋多米(豊橋東）歪計温度(水晶式)[deg.C
ｊ
〃
『
硯
ｄ
凸

●
●
０
０
２
２ 計器深度GL-269.3n

05 070（

静岡評
コメント：＄;保守．？;原因不明

ﾐ<二塁御伽
産業技術総合研究所資料資料-5b東海地域西部中測



105(

95（

On]

2.1

On]

2.（

On]

：

[x10-9]

3e+04

[x10-9rad]

2e+04

東海地域西剖
2011/08/01

豊橋気圧[hPa]

豊橋1水位b

豊橋2水位b

(豊橋・豊橋東）長期（時間値）
00:00-2013/08/0100:00(JST)!

豊橋雨量[mm]

豊橋1水位(BAYTAP

豊橋2水位(BAYTAP

豊橋多米(豊橋東）水位Dn]豊橋多米(豊橋東）水位(BAYTAPi

豊橋多米(豊橋東）歪[xio-o:

N35(

N86
-

N221

N131

豊橋多米(豊橋東）傾斜[x10-9]

Ih

の地震(M4.4

01 07

2011 2012

の地震(M6.2

0．

2013

コメント：＄;保守．？;原因不明‘

栗腺r

ﾐくこ塁御縦

07

100

0

On]

2.5

On]

2.5

Dn]

3

[x10-9]
3e+04

[x10-9rad

2e+04

東海地域西部長舞 産業技術総合研究所資料資料－6



東海地域西部（豊橋東歪）長期（時間値）
(2011/08/0100:00-2013/08/0100:00JST))
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榛原・浜岡観測井 直近3ヶ月の積算降雨量トレンド除去グラフ [mm]
(2013/05/01 00:00 - 2013/08/01 00:00 (JST))
榛原 降水量(積算) [mm] (時間値)
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榛原・浜岡観測井　降雨量の積算からトレンド除去後のグラフ [mm]
(2009/01/01 00:00 - 2013/08/01 00:00 (JST))
榛原 降水量(積算) [mm] (時間値)
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紀伊半島～四国の地下水･歪観測結果(2013年5月～2013年7月）‐

東海･紀伊半島･四国における短期的スロースリップイベント(2013年5月～2013年7月）

産業技術総合研究所

産業技術総合研究所睦総研)では,東海･紀伊半島･四国の地下水等総合観測施設18点において,歪･地

下水等の観測を行っている.観測点配置図を第1図に示す．

第2～34図には,2013年2月～2013年7月における歪(･傾斜)･地下水位の1時間値の生データ(上線)と補

正値(下線)を示す.歪･傾斜の図において｢N120E｣などと示してあるのは,歪･傾斜の測定方向が北から120

度東方向に回転していることを示す.補正値は,潮汐解析ブﾛダﾗﾑBAYTAP-G[Tamuraetal.,1991]によっ
て,気圧･潮汐･不規則ﾉｲ犬の影響を除去した結果である.歪･傾斜のグラフについては,直線トレンド(1次トレ

ンド)を除去している.第35～40図には,産総研で決定した,エンベロープ相関法による深部低周波微動の震

源の時空間分布および個数を示す.微動の地域分けについては,第35図(RTO～3),第37図(RKO～4),第

39図(RSO～RS3)に示している．

東海全体ORﾉ1,0～3)で微動の発生回数が50個/日以上の日を含む期間(その期間については,回数が20個／

日以上で活動開始,20個/日未満で活動終了と判断する)については,第2～6図および第35～36図に灰色網

掛けにてその期間を主な活動地域(RﾉTO～3)と共に表示した.紀伊半島全体(RKO～4)で微動の発生回数が

50個/日以上の日を含む期間(その期間については,回数が20個/日以上で活動開始,20個/日未満で活動終

了と判断する)については,第6～19図および第37～38図に灰色網掛けにてその期間を主な活動地域(RKO

～4)と共に表示した.四国東部(RS4-RS6)の合計で微動の発生回数が25個/日以上の日を含む期間(その期

､間については,回数が10個/日以上で活動開始,10個/日未満で活動終了と判断する)については,第20～28

図および第39～40図に灰色網掛けにてその期間を主な活動地域侭S4～6)と共に表示した.四国西部(RSO

~RS3)の合計で微動の発生回数が100個/日以上の日を含む期間(その期間については,回数が20個/日以

上で活動開始,20個/日未満で活動終了と判断する)については,第25～34図および第39～40図に灰色網掛

けにてその期間を主な活動地域佃SO-3)と共に表示した．

歪･傾斜の変化から短期的SSEの断層モデルを推定したイベントについて,その解析結果を報告する.断層

モデル推定手法については,解析結果の後に示す．

2013年5月15～19日頃にかけて,長野県南西部～愛知県北東部県境付近おいて,深部低周波微動活動が

観測され鶴41図),気象庁の多成分歪5観測点において僅かな変化が観測された儲42図I).産総研の多成分
歪1観測点の記録を加えて断層面の推定を行った結果を第43図に示す.推定されたMwは5.3であった.なお，

断層面の最終解は,微動域付近で短期的SSEが発生したと仮定し,そのモーメントを推定することを目的として，

断層の位置を微動域に限定して推定した．

長野･愛知県境付近では,264日前の2012年8月16～18日および19～24日に,それぞれMw5.9および5.8

の短期的SSEが,発生したと推定されている(第43図の矩形1と矩形2).また,約25日前の2013年4月20日前

後には,やや南側の領域優知県北東部)において,気象庁の解析によって小規模な短期的SSEが発生したと

推定されている．

2013年5月24～6月5日頃にかけて,豊後水道～四国西部において,活発な深部低周波微動活動が観測さ

れ儲44図),産総研の歪2観測点,地下水1観測点,防災科研Hi-net高感度加速度計傾斜)10観測点におい

て変化が観測された傍45図).微動の発生状況を参考にして期間を3つに分けて断層面の推定を行った結果

を第46～48図に示す.推定されたMwはそれぞれ5.9,5.7,5.7であった．

期間Aの推定断層面付近では,166日前の2012年12月9～11日にMw6.0(第46～48図の矩形3),期間B

の推定断層面付近では,67日前の2013年3月21日午後～22日にMw5.4(第46～48図の矩形4),期間Cの推

定断層面付近では,181日前の2012年11月26日～12月3日にMw5.4および5.9の短期的SSE(第46～48図

の矩形1,2)がそれぞれ発生したと推定されている．

2013年6月11～12日頃にかけて,愛知県内における産総研の多成分歪2観測点,気象庁の多成分歪2観測

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所



点,防災科研Hi-net高感度加速度計(傾斜)3観測点において小さな変化が観測された傍50図).これらの観測．

結果から断層面の推定を行った結果を第51図に示す.推定されたMwは5.3であった.この期間,愛知県西部

では若干の深部低周波微動活動が観測されている(第49図）

この領域の東側に隣接する愛知県中部では,218日前の2012年10月31日･11月5日にMw5.5および

Mw5.7(第51図の矩形1,2),西側に陶妾する愛知県西部では,197日前の2012年11月21-26日頃にMw5.6

若しくは5.5(第51図の矩形3,4)，58日前の2013年4月10-14日午前にはMw5.4(第51図の矩形7)の短期的

SSEが発生したと推定されている儲51図).

2013年6月28～7月3日頃にかけて,愛知県および三重県における産総研の多成分歪3観測点,気象庁の

多成分歪2観測点おいて僅かな変化が観測された鶴53図).この期間,愛知県西部では若干の深部低周波微

動活動が観測されている(第52図).3つの期間について,断層面の位置を微動発生領域周辺に限定して,観

測結果から断層面の推定を行った結果を第54～56図に示す.何れの期間も,推定された断層モデルは,位

置･大きさ共に任意性が高いと考えられる．

この領域の東側に隣接する領域では,16日前の2013年6月11日-12日にMw5.3が(第54-56図の矩形7),こ

の領域と重なる愛知県西部では,214日前の2012年11月21-26日頃にMw5.6若しくは5.5(̂ 54-56図の矩形3,

4),75日前の2013年4月10-14日午前にはMw5.4の短期的SSEが発生したと推定されている鮪54.56図の矩

形6）．

2013年7月23日午後～26日午前にかけて,奈良県東部～三重県中部において活発な深部低周波微動活

動が観測され傍57図),産総研の多成分歪4観測点,傾斜1観測点,防災科研の高感度加速度計噸釧4観測

点において変化が観測された傍58図).これらの観測結果から断層面の推定を行った結果を第59図に示す．

この領域では,217日前の2012年12月17-18日頃にMw5.3の短期的SSEが発生したと推定されている(第

59図の矩形1)．

解析方法

短期的SSEの断層面推定には,それぞれの観測点の水平歪4成分(一部の気象庁観測点では8成分)･体積

歪･地下水圧･傾斜2成分の記録を用いる.地下水圧は,01およびM2分潮の振幅をBAYTAP-G[Tamuraet

al.,1991]により計算し,G0TIC2[Matsumotoetal.,2001]により推定した地球個体潮汐および海洋荷重潮
汐(01およびM2分潮)との振幅比を用いて,体積歪に変換する.歪･地下水･傾斜ともに,観測波形から
BAYTAP-Gにより,気圧応答成分,潮汐成分およびホワイトﾉｲス成分を取り除く.また,イベント直前の期間を

用いて1次トレンドも取り除く.微動活動も参考にして,数時間～半日単位で活動開始･終了時期を判断し,その

期間の変化量を短期的SSEによる変化量とする.その際,歪についてはMatsumotoetal.[2010]の手法で理
論潮汐歪を用いてキヤリブレーションを行っている．

断層面の推定は,計算時間の短縮と,推定された結果の一意性を確認するために2段階で行う.断層面推定

は板場ほか[2012}の手法を用いた.ﾌｨﾘビﾝ海プレート境界面上[弘瀬ほか，2007]に多数の断層面を仮定し
てグリッドサーチにより推定する.仮定した断層面上のすべりによって各観測点で期待される歪変化の計算には

Okada[1992]のプログラムを用いる.1段階目には,断層面のサイズは固定幅･長さ共に20km),断層面の位

置(0.1．間隔)およびすべり量(1～lOOmmの間でImm間隔)のみ可変として広範囲で計算を行う.1段階目の

結果を示す図では,それぞれの断層面において最適なすべり量を与えたときの,観測値と計算値側待個との
残差分布を示している.これにより,短期的SSEが生じている可能性が高い領域を絞り込むとともに,推定され
た結果の任意性を確認することが出来る.2段階目には,1段階目で絞り込んだ領域(＝残差が小さい領鯛付

近で,位置及びすべり量に加えて,断層面の長さを10～80km,幅を10～50km,それぞれ1km間隔で可変と
して計算を行なう.その結果,観測値との残差が最小となる断層面が1つ計算されるが,計算に使用している観
測点数が少ない場合や,断層面と観測点配置の関係によっては任意性が高くなるので注意が必要である.な

お;異種観測値を統合して解析するため,観測点ごとに残差をﾉｲズﾚべﾙによって規格化している.ﾉｲズﾚ
令ルは,気圧応答,潮汐成分およびホワイトﾉｲス成分を取り除いた後微動活動が活発な期間および周辺の日
雨量50mmを超える時期を除く)の24時間階差の2aとした．

深部低周波微動の検出･震源決定には,エンベロープ相関法を用いている．

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所
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第2図CrustalstrainsatTYS(時間値）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST)

TYSatmosphericpressure,rainfall980

[hPa

930

100

，Wh

o
TYS1horizontalstrain-1（N78E）

5..酵

10．7

lⅡ1,_"1,1Hlll1,‘血1111

TYS1horizontalstrain-2（N168E）

一写

戯画謹倣幽塑興逃璽錘室遊戯趣ご睡塑堂室
132135138
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している新規観測点、■はGIadwin式歪計・ミツトヨ式傾斜計を併股している新規観測点、▲はア
ナログ方式の石井式歪計を併設している既存の観測点＆灰色の領域は短期的I5SE及び深部低周波微
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MY画：Scrccndepth＝19.9-25.3［a･画
上：tiItは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去

業技術総合研究所
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、2013

Str8i唾terdepth＝5”､0-591.4【a･副
上：1次トレンドを除去

下：B州T岬－6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除云
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鰯14図TiltandgroundwaterlevelatICU(時間値）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))
砿1R畑.3．4

第13図Crustalstrainsat1剛（時間価）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))
RK1畝0.3.4

凧2.3

、
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RK2●3 J孔

hPI

986

l､0

10‐

警挫熱騨鴬幽幽＃
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nn/h]

0

5.0）
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にE湿二更三烹茄
5.0）

IO"'

5.0）

10．1

5.0）

10－1

5.0〕

10－1

020304050607
2013

TiItmeterdepth＝587.7.588.5【GL-mA鋤13/02/10紀伊水通の地重幽.5
IC01:Screendepth=522.5-533.4【GL-⑱B:2013/04/13讃鮎■の地食髄.3
ICU2:Screendepth=95.7-106.6[GL-a]
I側3：Scre的depth＝13.4.18.8【吐一側
上：tiItは1次トレンドを除去

下：B剛T岬－6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除云後、tiltは1次トレンドも除去

号0‐．．、0．型一一一0磨；。‐ワ

020304050607

2013

StraimoterdePth＝588.5-589.9【GL･副
上：1次トレンドを除去、
下：BAYT岬-6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後．1次トレンドも除去

第15図CrustalstrainsatHGU(時間価）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))
剛1R、､3．4 RK2,3

、u国a¥P5”e『”iW函恩”、元 100

rorn/h]

0

第16図TiltandgroundwaterlevelatHGU(時間価）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))

、
“
０総巳 ＝：

周
Ox に 塾

逼二冥更翌

；し=L三闇ごターード、 -_E
別副040506

2013

TiItaeterdepth=371.9-372.7[GL-n]a:ij/04/13漢路且の地重幽.3
1怖塑：艶r“ndepth＝180.9.191.8【a一画
I愉塑:Screendepth=24.3-29.8[GL-n)
上：tiItは1次トレンドを除去

下：BAYTAP｡Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去
tilt-Xは擬り切れにより欠測

020304050607
2013

Straimeterdepth=372.7-374.J[CL-b]2013/08/鴫に井戸を密閉した
上：1次トレンドを除去
下：剛T岬・6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去
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第1813TiltandgroundwaterlevelatKST(時間価）
(2013/02/0100:00-2013/08/01叩-.00(JST))
RK1RK0.3.4

第17図CrustalstrainsatKST(時間随）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST)) 甑2.3

畑
吋

V

ll』V

ll
N31【

Fﾜ.…副~?’牌帥凶

Mロ

u^n^CST^

020304050607

2013

Tilmeterd印th＝589.0.589.8［且．、A:2013/04/13漫路■の地食晦.3
KST1：Scremdepth二509.2-520.2［a･m
KST2：髭reEndepth＝132.9-143.9【a･劇
KST3：Screendepth＝20.4-30.6［飢・測
上：tiItは1次トレンドを除去

下：B川T岬｡Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去

020304050607

2013

Strai…tcrdepth＝589.8.591.2［a-句
上：1次トレンドを除去

下：B川T岬－6により潮汐・気圧応答？ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

第20図CrustalstrainsandgroundwaterlevelatBND(時問髄）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))

RS5R勢RS6

第19図CrustalstrainsandgroundwaterlevelatNCR(時間値）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))
砿1R叩.3.4・砿2.3
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軸
０

、
“
０

ﾘﾘ…

020304050607
2013

Streimeterdepth=495.0-498.0[GL-m]
Screendepth=419.9-430.8[GL-n]
上：8trainは1次トレンドを除去

下：B剛T岬－6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、8trainは1次トレンドも除去

020304050607
2013

Strai『znoterdepth＝616【a･国］

Screendepth=408.9-446.5[GL-n]
上：8trOinは1次トレンドを除去

下：8川1妙-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、strainは1次トレンドも除去

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所



第22図TiltandgroundwaterlevelatANK(時間価）
《2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))

RS5R剥R銘

100

m/h

副
Ｐ
馴
１
０

Ｊ
ｈ
９
Ｌ
１

第21図CrustalstrainsatANK(時間値）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))
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020304050607

2013

Straimeterdepth＝166.0.168.3［GL-m
上；1次トレンドを除去

下：B剛T”－6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

020304050607

2013

TiIt唾tcrd印th＝616.7.617.3【a－刺A:2013/04/13竣路且の地屋麟.3
岨K1：鉾reendepth＝488.8-516.0【GL･副
岨K2：蕊reendepth＝89.7-1㈹.5【a･国〕
岨K3：鍵reendepth＝16.2-21.6【a･剛
上：tiItは1次トレンドを除去
下：B川TAP．Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除呈

第24図TiltandgroundwaterlevelatKUR(時間値）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))

RS5R勢RS6
第23図CrustalstrainsatKUR(時間価）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST)]
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020304050607
2013

TiItaeterdepth=586.7-587.5[GL-o]*:ﾉ04/13涜昂目の埠猛鴎.3
剛R1：鈍『eendepth=407,5-418.4【乱．、B:2013/鴎/24オホーツク海の途言幽.3
KUR2:Screendepth=130.1-141.0[GL｡o]C:20l3/07/26畳暖県中予の地盆睡.8
四R3：Scr“ndopth＝19.6-30.5［GL-醐
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAWAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去

020304、050607
2013

StraiJ画Otcrdepth＝587.5.588.9【乳-鋤
上：1次トレンドを除去

・下：B則T岬－6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除ヨ

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所
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第25図CrustalstrainsatKOC(時間値）

(2013/02/0100.00-2013/08M̂0:00(JST))

I，’,．O・’．。’、．・・・&．。．処J『：。。‐＃．・

0203040506（｝

2013

Straireneterdepth=201.3-203.6[GL-m]
上：1次トレンドを除去
下：B剛TAP-Gにより溺汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去

第27図CrustalstrainsatSSK(時間”

(2013/02/0100:00-2013/08Mg0:00(JST))

l■。 ．’』ーj8．，．・・

0 20304・050607
2013

Strainmeterdepth=576.7-578.1[GL-m]
上：1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより溺汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除去
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第26図TiltandgroundwaterlevelatKOC(時間値）

(2013/02/0100:00-20I3/08M̂0:00(JST))
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100

nrn/h]

020304050607
2013

Tiltmeterdepth=597.1-597.7[GL-m]
K0C1;Screendepth=466.1-507.1【GL･m
K0C2;Screendepth=169.1-173.9[GL-m]
KOC3：Scr“ndepth二20.6-25.4［GL-nO
上：tiItは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除去

第28図TiltandgroundwaterlevelatSSK(時間値）

(2013/02/0100:00-20T3/08Mg0:00(JST))

,『，・・鴎･二心0．日。．。§I
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O

020304050607
2013

Tiltmeterdepth=201.6-202.2[GL-m]
SSK1:Screendepth=355.5-371.9[GL-m]
SSK2IScreendepth=90.9-101.9[GL-m]
SSK3：Screendepth＝16.0-21.5〔GL-m］
上：tiItは1次トレンドを除去
下gBAyTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所



第30図TiltandgroundwaterlevelatTSS(時間価）
(2013/02/0100:00-2013/08M00:00(JST))第29図CrustalstrainsatTSS(時間値）

(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST)
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0 20304、050607

2013

Tilt“terdepth室586.2-587.0【a･刺A:”13噸/13護路且の地言幽.3
TSS1：Screend叩th＝467.7-473.2【乱一画
TSS2：釣re“depth＝238.9-244.3【a･町
TSS3：齢reendePth＝129.1-134.6【a－m
上：tiItは1次トレンドを除去

下：BAYTAP．Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiltは1次トレンドも除1

2013年1月から近くでトンネルエ事が行われている

020304050607

2013

Strai…terdepth＝587.0-588.4【a－m
上：1次トレンドを除去
下：BAYTAP-6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後．1次トレンドも除去

2013年1月から近くでトンネル工事が行われている

第32図TiltandgroundwaterlevelatUHA(時間位）

(2013/02/0100:00-2013/08/̂g0:C0(JST))第31図CrustalstrainsatUWA(時間価）

(2013/02/0100:00-2013/08/̂1,g0:C0(JST))
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ー

舷似】目｝…5.0X

10－7坐 座ヱﾆｰｰｲｰ
020304050607

2013

Tilt“terdepth＝589.2-590.0【a･副
UWA1：Scr“ndepth＝446.4-457.4【GL･m
l剛2：ScreendePth＝68.9-79.9【GL．､〕
U恥3：巽reendepth＝13.6-18.4【GL･剛
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYTAP-Gにより潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも障去

020304050607
2013

Straimeterdepth=590.0-591.4[GL-n]
上：1次トレンドを除去

下：剛T岬-6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除呈

第200回地霞予知連絡会資料産業技術総合研究所



第34図TiltandgroundwaterlevelatHAT(時間値

(2013/02/0100:00-2013/08/̂00:00(JST)).
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第33図CrustaIstrainsat臥T(時間匝）

(2013/02/0100:00.2013/08柵.10:”(JST)）

〕

020304050607

2013

Strai…terdepth＝2”､8-2“.1【唾･町
上：1次トレンドを除去

下：剛TAP-Gにより潮汐・気圧応答．ノイズ成分を除去後、1次トレンドも除壬

020304050607

2013

TiIt“terdepth＝596.7-597.3【a･m
EAT1：Scr“ndepth＝512.2-528.6【乳･側
MAT2：Scr“ndepth＝170.2-181.1【乳･刺
臥T3：Scr“nd6pth＝17.0-22.5【GL-剛
上：tiltは1次トレンドを除去

下：BAYT岬-6により潮汐・気圧応答・ノイズ成分を除去後、tiItは1次トレンドも除去
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第37図紀伊半島における深部低周波微動の時空間分布図(産総研による決定

第35図東海地方における深部低周波微動の時空間分布図(産総研による決定）

第38図Deeplow-frequencytremorsinKiiPeninsula(日価】
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))

第36図Deeplow-frequencytremorsinTokai(日値）
(2013/02/0100:00-2013/08/0100:00(JST))
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第39図画画地力における深部低周波微動の時空間分布図(産総研による決定）

第40図Deeplow-frequencytremorsinShikoku(日値）
(2013/02/0100:00-2013/08M0:00(JST))
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第42図:愛知県における歪観測結果(時間値
I2ulコノuｺﾉu。uu:uu‐ZulコノUｺﾉ型ゴuU.u【
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107第41図I:2013/5/150:00-5/200:00における東海地方の深部低周波微動の時空間分布図
エンベロープ相関法により決定。
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断屑サイズを固定した場合の断届モデル､残差分布
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第43図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差
分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表或このパッチのすべり量、
Mwを下部に示じている。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡位置を微動域に限定じて推定した｡主歪の観測値とモデルからの
計算値との比較を右側に示式灰色の矩形は､最近周辺で発生した短期的SSEの推定断層面を示爽
1:2012年8月16-18日(Mw5.9),2:同19-24日{Mw5.8),
3:同年10月31日-11月2日{Mw5.5),4:同13-5日(Mw5.7)
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示すb黒色太字は産総研の､灰
色は気象庁の観測点名を示す6

第44図:2013/5/200:00-6/100:00における東海地方の深部低周波微動の時空間分布図。
エンベロープ相関法により決定。

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所
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第45図:四国における歪・傾斜観測結果
(2013/05/1000:00-2013/06/1500:00(JST);

A:2013/05/24-27午前
断層サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第46図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪.傾斜の観測値と計算値の
残差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのす
べり量､Mwを下部に示じている。

（下段)断層モデル推定結果(黒色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計勤直との比較を地図内に、
主歪および体積歪(地下水圧を変換)の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示すも灰色の
矩形は､周辺で最近発生した短期的ISSEの推定断層面を示或

1:2012年11月26-30日U:同年12月1-3日1,3:同9-11日,4:2013年3月21日午後-22日
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示すb黒色太字は産総研の、
黒色細字は防災科研Hi-netの観測点を示すも
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C:2013/06/02午後-05
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断届サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布

8:2013/05/28-30午前

断届サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第48図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断屈面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の
残差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表爽このパッチのす
べり量､Mwを下部に示Lﾉている。

（下段)断層モデル推定結果(黒色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に、
主歪および体積歪(地下水圧を変換)の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示すb灰色の
矩形は､周辺で最近発生した短期的ISSEの推定断層面を示す6
1:2012年11月26-30日,2:同年12月1-3日,3;同9-n日1,4:2013年3月21日午後-22日
A:2013年5月24-27日午前,B:同28-30日午前
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示式黒色太字は産総研の、
黒色細字は防災科研Hi-netの観測点を示すも

第47図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の
残差分布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表式このパッチのす
べり量､Mwを下部に示している。
（下段)断層モデル推定結果(黒色矩形)｡傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に、
主歪および体積歪(地下水圧を変換)の観測値とモデルからの計算値との比較を右側に示すも灰色の
矩形は､周辺で最近発生した短期的SSEの推定断層面を示或・
1:2012年11月26-30日,2:同年12月1-3日,3:同9-11日,4:2013年3月21日午後-22日
A:2013年5月24-27日午前
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の煙央位置を示式黒色太字は産総研の、
黒色細字は防災科研Hi-netの観測点を示す6
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第49図:2013/6ﾉ100:00-6/140:00における愛知県～三重県の深部低周波微動の時空間分布図‘
エンベロープ相関法により決定。
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断層サイズを固定した場合の断屑モデル､残差分布
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第51図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差分
布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表式このパッチのすべり量､Mw
を下部に示している。

（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡位置を微動域に限定して推定した｡主歪の観測値とモデルからの計
算値との比較を右側に示すも灰色の矩形は､最近周辺で発生した短期的ISSEの推定断層面を示す6
1:2012年10月31日-11月2日(Mw5.5),2:同13-5日(Mw5.7),3:同21-26日(Mw5.6),4:同22-23日(Mw5.5)
5:2013年4月7-9日(Mw6.0),6:同8-9日(Mw5.7),7:同10-14日午前(Mw5.4),同年5月15-19日(Mw5.3)
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の溌央位置を示式黒色太字は産総研の､灰色
は気象庁の観測点名を示すも

第52図I:2013/6/270:00-7/50:00における愛知県～三重県の深部低周波微動の時空間分布図。
エンベロープ相関法により決定。

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所
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期間A:6/28-7/3 断屈サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第54図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪の観測値と計算値の残差分布図。
断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのすべり量､Mwを下
部に示じている。
（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡位置を微動域に限定Lﾉて推定した｡主歪の観測値とモデルからの計
算値との比較を右側に示式灰色の矩形は､最近周辺で発生した短期的SSEの推定断層面を示す6
1:2012年10月31日-11月2日(Mw5.5),2:同13-5日(Mw5.7),3:同121-26日(Mw5.6),4:同122-23日(Mw5.5)
5:2013年4月7-9日(Mw6.0),6:同10-14日午前(Mw5.4),7:同年6月ll-12B(Mw5.3)
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動､小さい灰色丸印は産総研の新解析手法による
深部低周波微動の震央位置を示すも黒色太字は産総研の､灰色は気象庁の観測点名を示す6

2013/07

潮汐・気圧応答・ノイズ成分除去(BAYTAP-G)
2013/06

歪・傾斜は直線トレンド、
第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所

閲
島T

－

－

1

－ －



期間C:7/l-3 断層サイズを固定した場合の断届モデル､残差分布断府サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布期間8:6/28-30
－~rr騨一で?E

2職淵
‘‐うぎ・〆＜

鰯蕊蘭阪
■■'｡■■ 鑑瀞雛

｡■■■■■■■■田

蕊。圃■■
図日嗣

§脇1
．○

■
詔
碗
】
蘭
ｒ
ｌ

画
函
■
塞
圃
圏一

画
二
℃
一
咽
の
』

４
２
２
２

雛
34.5 34.5

□slip[mml:5Mw:5.2
13613651371ﾖ7.5138 旧6136.51ﾖ7137.5138

推定断屈モデル 多成分歪計主歪比較

TYSそ寺
多成分歪計主歪比較推定断届モデル

TYS号×

稚≠参

"麓容／そ
田原高松配ふぐ

otremo『(A幅、

ﾏt『emo｢(AI訂new】
。t『emo『(A旧T）

上＞､・・、｡:吾

TYE恥淫

ANO*TH!

謝域鶴谷｝・
田原高松、漣

Obs.Calc.

薫黛

34．5
34．5

Obs･Calc,

2e-08strain
ざ

Expansion
-

Contraction

熱識:棚職卿剛i遥糊珊捌i(ith[kml:8
136136,5137137,5

TYS:豊田神殿:,TYE:豊橋多米,ANO:津安濃
136.5137137．5138

TYS:豊田神殿:,TYE:豊橋多米‘

第56図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪の観測値と計算値の残差分布図。
断層面サイズは固定:(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表或このパッチのすべり量､Mwを下
部に示している。
（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡位置を微動域に限定じて推定した｡主歪の観測値とﾓデﾙからの計
算値との比較を右側に示式灰色の矩形は､最近周辺で発生した短期的SSEの推定断層面を示すb
l:2012年10月31日-11月2日(Mw5.5),2:同13-5日(Mw5.7),3:同121-26日(Mw5.6),4:同122-23日(Mw5.5)
5:2013年4月7-9日(Mw6.0),6:同10-14日午前(Mw5.4),7:同年6月11-12日(Mw5.3)
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動､小さい灰色丸印は産総研の新解析手法による
深部低周波微動の震央位置を示式黒色太字は産総研の､灰色は気象庁の観測点名を示或

第55図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪の観測値と計算値の残差分布図。
断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表すbこのパッチのすべり量､Mwを下
部に示している。
（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡位置を微動域に限定じて推定した｡主歪の観測値とモデルからの計
算値との比較を右側に示或灰色の矩形は､最近周辺で発生した短期的SSEの推定断層面を示す6
1:2012年10月31日1-11月2日(Mw5.5),2:同13-5日(Mw5.7),3:同121-26日(Mw5.6),4:同122-23日(Mw5.5)
5:2013年4月7-9日(Mw6.0),6:同10-14日午前(Mw5.4),7:同年6月11-12日(Mw5.3)
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動､小さい灰色丸印は産総研の新解析手法による
深部低周波微動の震央位置を示すb黒色太字は産総研の､灰色は気象庁の観測点名を示す6
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第58図:紀伊半島における歪・傾斜観測結果
(2013/07/1200:00-2013ﾉ07/2710:00)
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第57図:2013〃ﾉ270:00-7/280.00における紀伊半島東部の深部低周波微動の時空間分布図。
エンベロープ相関法により決定。
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断屑サイズを固定した場合の断層モデル､残差分布
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第59図:(上段)プレート境界面上のパッチ(断層面)をすべらせた際の､歪･傾斜の観測値と計算値の残差分
布図｡断層面サイズは固定(20x20km)｡黒色矩形は最小残差の断層面を表或このパッチのすべり量､Mwを
下部に示している。
（下段)断層面推定結果(黒色矩形)｡灰色の矩形は､最近周辺で発生した短期的SSEの推定断層面を示す6
1:2012年12月17-18(Mw5.3),2:2013年3月8-11日(Mw5.5),3:同年幅7-9日(Mw6.0),
傾斜の観測値･モデルからの計算値との比較を地図内に､主歪および､体積歪(地下水圧は体積歪変換)の
歪観測値･モデルからの計算値との比較を右側に示すb
（共通)小さい黒色丸印は産総研による深部低周波微動の震央位置を示式黒太字色は産総研の､黒色細
字は防災科研Hi-netの観測点を示すも

第200回地震予知連絡会資料産業技術総合研究所
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鳥取大学工学部・産業技術総合研究所資料第2図
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